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1 はじめに
特許情報は業界の動向や企業・国の競争力の評価に

利用できる [1]として，特許情報処理に関する研究が

行われている [2]．特許情報から特許の重要性を定量的

に評価する手法（特許価値評価手法）は知財・研究開

発・投資の戦略策定等で需要が大きく，これまで様々

な手法が研究されてきた．

特許情報の中でも，特許の引用数が企業の市場価値

に大きく影響していることが明らかになっている [3]．

しかし，単純な引用数が特許価値に等しいとは考えに

くい．例えば，ある価値の高い特許 A を引用した特

許 Bは特許 A同様価値が高いと考えられ，さらに特

許Bを引用した特許Cも特許A，B同様価値が高いと

考えられる．よって，引用関係全体（引用ネットワー

ク）から特許価値を評価する必要がある．先行研究で

も，PageRank[4]に代表されるネットワーク評価アル

ゴリズムを用いて評価した特許価値が，企業分析や新

技術の動向追跡などに有効であることが示されている

[5][6][7]．

しかし，従来のネットワーク評価アルゴリズムを用い

た特許価値評価手法は引用ネットワークを静的に評価

しており，各特許の属する技術分野の成長可能性とい

う動的な要素を加味できていない問題がある．例えば，

すでに成熟して成長可能性の低い技術分野の特許は今

後価値が低下していくと考えられる．しかし，成熟した

技術分野の特許にはその分大量の引用関係が存在して

いるため，従来手法では価値を高く評価してしまう．ま

た，従来手法では特許の技術分野を IPC（International

Patent Classification，国際特許分類）に基づいて分類

していたが，それでは分類粒度が粗く詳細な技術分野
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を検出できない上，新しい技術分野を検出できない問

題がある．そこで本研究では，引用ネットワークに基

づいて詳細な技術分野（技術コミュニティ）を自動検

出し，各技術コミュニティの成長可能性を加味した特

許価値評価手法の開発を行った．また，開発手法を用

いて評価した特許価値について現場のエンジニアに評

価してもらい，その有効性について検討した．

2 開発手法
本研究で開発した手法の概要を図 1に示す．本手法

では，PageRankアルゴリズムを用いて算出した特許

価値（特許のPageRankスコア）と技術コミュニティの

成長率の積を最終的な特許価値とする．特許のPageR-

ankスコアは，特許データベースから抽出した各特許

の引用情報をもとに引用ネットワークを作成し，それ

にPageRankアルゴリズムを適用することで算出する．

技術コミュニティの成長率は，(1) 特許データベース

から抽出した引用情報をもとに IPCのサブクラスごと

に引用ネットワークを作成し，(2) 各引用ネットワー

クから 2.1節の方法で技術コミュニティを検出し，(3)

各技術コミュニティから 2.2節の方法で各技術コミュ

ニティの成長率を算出する．

2.1 技術コミュニティの検出

引用ネットワークからの技術コミュニティ検出は次

の手順で行う．(1)引用ネットワークをNode2Vec[8]に

入力し，各ノードを低次元のベクトルへ変換する．(2)

変換したベクトルをクラスタリングし，生成された各

クラスタを技術コミュニティとする．

2.2 成長率の算出

技術コミュニティの成長率算出は次の手順で行う（図

2にも示す）．(1) 技術コミュニティごとに，コミュニ

ティ内の特許が月に何回引用されているかという時系

列を作成．(2) 作成した時系列に対して時系列予測を

行い，予測期間の始点と終点の傾きを求める．(3) 求

めた傾きを IPCのサブクラスごとに正規化し，その値
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を成長率とする．

図 1: 開発手法の概要

図 2: 技術コミュニティの成長率算出方法

3 評価実験
評価実験として，協力企業の現場エンジニアに自社

が専門とする技術分野の特許を読んで「出願人/権利

者」「発明の名称」「文献内容」の 3項目に注目してそ

れぞれ 3 段階の評価をしてもらった．「文献内容」の

項目についてはその内容に対するコメントもつけても

らった．今回評価してもらった特許は協力企業の指定

した技術分野である IPCの B25B21/00@H及び Qと

B26B12/00に分類されるもので，それぞれ約 100件を

対象とした．この評価結果と開発手法による特許価値，

PageRankアルゴリズムによる特許価値，開発手法に

て算出した各技術コミュニティの成長率等を比較し，開

発手法の有効性や改善点などを検討する．評価結果及

び検討内容については当日発表する．
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